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第22回 九州「川」のワークショップ in 大隅
１１月２５・２６日、鹿屋市のリナシティかのやにて 『第２２回 九州「川」 のワークショップ in 大隅 』 が

開催されました。 九州「川」のワークショップは、九州の河川流域で活動している団体・学校・行政・企業等が

一堂に会し、活動発表・意見交換や情報共有を行い、よりよい水環境を育むとともに防災意識の向上や

異分野交流促進、次世代を担う人材の育成と流域間連携を図ることを目的としています。

講師： 髙山 修氏

演題： 『川と世界はつながっている』

来場者投票でグランプリに選出された

『神野スマイル協働隊』

大隅河川国道事務所からは

『人形劇＋クイズ』で肝属川水系の

活動を紹介

希望者へ大隅のパワースポット

吾平山陵をご案内しました。

子どもの部へは地元大隅から４団体が参加。

ステージ発表後は交流会も開かれました。

たくさんの観衆を前に

ひとりで作文発表

２日目は、活動内容を更に詳しく伝えてもらうため

アピールタイムが設けられました。

それぞれのブースに写真やパネルのほか

カエルやヘビの実物等も展示され、質疑応答も

活発に行われました。

子どもの部 表彰式

初日は子どもの部4団体、一般の部３２団体に

よるステージ発表が行われました。

劇やクイズ出題などプレゼンの方法も様々で

参加者の皆さまも熱心に聞き入っていました。

九州各地から２日間で

延べ約６００名の参加者が

大隅に集結したよ♪

ステージ発表

講 演現地見学会

osumi

アピールタイム 展示物

また、髙山修氏による講演や吾平山陵での見学会も

実施され、大隅半島では初開催となった九州「川」の

ワークショップは大盛況のうちに幕を閉じました。

鹿屋農業高等学校 和太鼓部による

元気なパフォーマンス

オープニング

一般の部では来場者投票が行われ、肝属川

水系で活動する『神野スマイル協働隊』が

栄えある グランプリ に選ばれました。

号

第
１９９８年３月に第１号が発行された川の声が

本号で第１００号を迎えました！!
これからもきもつき川の情報を
どんどん発信していきます!



＊肝属川に関する意見、質問、何でもどうぞ…
〒893-1207 肝属郡肝付町新富1013-1
大隅河川国道事務所 流域治水課

検索したら出てきます！たくさん情報ポスとしています♪

大隅河川国道事務所 Ｘ

X（旧Twitter）フォローお願いします ＊肝属川に関する意見、質問、何でもどうぞ…
〒893-1207 肝属郡肝付町新富1013-1

大隅河川国道事務所 流域治水課

tel:0994-65-2541  fax:0994-65-9630
検索したら出てきます！たくさん情報ポストしています♪

大隅河川国道事務所 Ｘ

X（旧Twitter）フォローお願いします

肝属川の水質を調査しています

大隅河川国道事務所では，肝属川水系において毎月水質調査を行っています。

水質調査は，「川の健康診断」のようなもので，様々な項目について調査しています。今回は，調査項目の一つであるBODの調査

結果についてご紹介します。BODは水の汚れ具合を示す指標で，環境基準（ 「維持されることが望ましい基準」であり，行政上の政策

目標）では3 mg/Lまたは2 mg/L以下に維持されることが望ましいとされています。市街地（朝日橋，河原田橋）の調査地点においては，

15～20年前と比べると近年では概ね環境基準目標を達成しています。これは流域の各工場、事業、家庭等における排水浄化の取り

組み成果と考えています。引続き，河川環境美化，下水道・浄化槽の適正利用などにご協力をお願いします。
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BOD濃度の推移
※BODは生物が水中にある有機物を分解するのに必要とする酸素の量 (mg/L)を表します。

数値が高い場合，河川の汚染度が高いことを示します。

環境基準値 2 mg/L

環境基準値 3 mg/L
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グラフはBOD濃度の75％値の推移を示します。75％値は年12回の測定値のうち，高いものから４番目の値のことです。

BOD環境基準

肝属川（上流）

３mg/L 以下

BOD環境基準

肝属川（下流）2mg/L 以下

朝日橋

河原田橋 俣瀬橋

第2有明橋

鹿屋小前

※区間によって環境基準値が異なります。肝属川上流はB類型，
下流はA類型の環境基準が適用されます。

朝日橋付近 河原田橋付近 俣瀬橋付近 第2有明橋付近

市街地内の河川において河川環境の改善傾向がみえます

水質調査に加えて，年4回，簡易な水生生物調査も行っています。

鹿屋小前の調査地点は，「きたない水」に住んでいる生きものが多く見つかっていましたが，近年では

「きれいな水」に住んでいる生きものも見つかるようになりました。

肝属川（鹿屋小前）で見つかった

「きれいな水」に住む生きもの（令和5年調査）

今後も，これらの生きものが定着で

きるような河川環境を保全していきま

しょう。

肝属川

鹿屋小前
カワゲラ類

（2月，11月）

ヒラタカゲロウ類

（2月，5月）

ブユ類

（2月，5月）
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